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*フォースタークルック Fourstar Crook（12 Freud）米国産，北米12
勝，フラワー ボウルＳ-G1（芝10Ｆ），ニュー ヨークＳ-G2（芝10Ｆ），ヒ
ルズボローＳ-G2（芝９Ｆ），ドクター ジェイムズ ペニー メモリアルＨ 
-G3（芝8.5Ｆ），Yaddo S（芝8.5Ｆ），同２着，John Hettinger S（芝９Ｆ）
２回，Mount Vernon S（芝８Ｆ），ビヴァリー ディーＳ-G1２着，ジェニ
ー ワイリーＳ-G1２着，Ｅ.Ｐ.テイラーＳ-G1３着。本馬が初仔

アヴリル ア ポルトゥガル Avril a Portugal（96 D'Accord）北米７戦。
産駒
コールタウン レジェンド Coaltown Legend（騸 Jump Start）北米14勝
ストラテジック ミサイル Strategic Missile（牝 Strategic Mission）北

米３勝
ミスター ティコンデロガ Mr. Ticonderoga（騸 Lion Hearted）北米２勝

エミレス Emiress（83 Damascus）北米１勝。産駒
ジェイズ クラウン Jay's Crown：北米４勝，Choice S-L
ゴッシュ オール ゲット アウト Gosh All Get Out：北米入着。産駒

コート ダンサー Court Dancer：北米８勝，Broadway S，Regret S
２着，Joseph A. Gimma S２着，Iroquois S３着，Dancin Ren-
ee S３着，Arctic Queen S３着，メイトロンＳ-G2４着

コート サーキット Court Circuit（64 Royal Vale）北米６勝，Pucker 
Up H２着。オナラブル ミス Honorable Miss（フォール ハイウェイ
トＨ-G2），ベイルジャンパー Bailjumper（ドゥワイアＳ-G2），シリア
ナ Syrianna（スワニー リヴァーＨ-G3）の母，レイディ ダコール Lady 
d'Accord（ベドー ロージズＨ-G2），ミシームーアイラヴユー Missym-
ooiloveyou（ミス グリロＳ-G3）の祖母，ミスター フリッツ Mr. Fritz（Ａ
ＮＰＣ杯マティアス マクリーン大賞典-G1），タロン Tallon（オズワル
ド アラーニャ大賞典-G1），オマドン Ommadon（ナシュアＳ-G3），ミス 
ダンス Miss Dance（Ｅ.Ｐ.デ オリヴェイラ ディアス賞-G3）の曽祖母

フロイド Freud は米国産，愛１勝，英入着，コーク＆オラリーＳ-G2
３着。主な産駒：シャープ アステカ（シガー マイルＨ-G1）。【ＢＭＳ：主な産
駒】スピーチ（アシュランドＳ-G1，ケンタッキー オークス -G1３着），フェイ
ピエン（サマー タイム オークス -G2，テストＳ-G1２着），カタリナ レッド（チ
ャーチル ダウンズＳ-G2），ホット ストーンズ（ベドー ロージズＨ-G3）
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フォースタークルックの20
1口400万円  （総額4,000万円）

237
ノーザンファーム　 生産 ノーザンファーム　 繋養 ノーザンファームYearling

太く逞しい首差しや前後躯を覆う豊富な筋肉、容積たっぷりの腹袋と、
牝馬とは思えないボリュームあふれる馬体に圧倒されます。充実した
上体を支える四肢は膝下が短く抜群の安定感を誇り、骨量も十分で
す。しかしその動きを見れば良い意味で期待を裏切られます。まっす
ぐに伸びる前肢と踏み込みの深い後肢が滑らかに連動し、リズミカル
なフットワークで放牧地を疾走する姿は、欧州年度代表馬に輝いた父
から受け継いだ非凡なスピード能力を物語っています。厳寒期でも良
好な毛ヅヤを維持していたことは本馬のタフさの証といえ、今後の厳し
い鍛錬によって高い素質を磨きあげ、世代屈指の快速馬を目指します。
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